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少

く

生

ん
で
…
…
丈

夫

に

育

て

ま

し

よ

う

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
決
る

町
役
場
厚
生
課
で
は
こ

の
ほ
ど

昭
和
三
十
二
年
度
優
良
乳
幼
児
十

六
名
を
選
出
、
表
彰
状
を
授
与
し

た
。こ

れ
は
三
十
二
年
一
月
よ
り
六

月
ま
で

に
生
れ
た
者
で
、
該
当
者

二
六
四
名
の
う
ち
よ
り
黻
選
し
た

が
、
い
ず
れ
も
発
育
優
良
の
た
め

甲
乙
を
つ
け
が
た
く
保
原
保
健
所

柄
沢
女
医
の
審
査
に
よ
り
最
も
優

秀
と
認
め
る
者
十
六
名
を
選
出
し

た
。表

彰
式
は
去

る
五
月
二
十
三
日

保
原
保
健
所
長
、
議
会
厚
生
委
員

長
等
の
來
賓
の
も
と
に
役
場
大
会

議
室
で
開

か
れ
町
長
よ
り
表
彰
状

を
授
与
し
た
が
、
終
了
後

、
前
年

昃
優
良
乳
幼
児
同
席
に
て
有
意
義

な
る
育
児
懇
談
会
を
催
し
た
。
渮

七
月
以
降
生
れ
た
者
は
、
秋
に
選

出
表
彰
す
る
予
定
で
あ
る
。

表
彰

さ
れ
た
乳
幼
児
左
記
の
通

菊
地
喜
光
（
森
江
野
、
保
護
者

光
二

）
坂
東
隆
昭
（
藤
田

、
同
義

弘

）
八
島
昌
栄
（

大
木
戸
、
同
健

一
）
板

橋
敏
光
（

大
枝
、
同
二
男
）

半
沢
由
孝
（
藤
田
、
同
幸
雄
）
松

浦
喜
代
子
（
大
木

戸
、
同
長
明
）

八
巻
隆
男
（
森
江

野
、
同
次
男
）

仲
野
芳
晴
（
小
坂

、
同
周
助
）
佐

蔟
道
子
（
藤
田
、
同
和
次
）
蓬
田

正
春
（
大
木
戸
、
同
勇
）
鈴
木
信

之
（
藤
田
、
同

祥
巳
）
佐
藤
和
恵

（
藤
田

、
同
昭
）
富
田
新
子
（
森

江
野
、
同
正
児
）
関
保
（
藤
田
、

同
巻
）
紺
野
貞
雄
（
小
坂
、
同
辰

雄
）
小
坂
和
也
（
小
坂
、同
精

Ｔ
）

写
真
は
賞
彰
状
を

受
け
る
優
良
児

お
ち

い
さ

ん

、
お

ば
あ

さ
ん

、
い

り
ま
で

も

紜
だ

ク
じ

默
で

敬
老
年
金
き
ま
る

県
…

…
一一一
、
〇
〇

〇
円

（
8
8
才
以

上
）

町
…

…
　

五
〇

〇
円

（
7
5
才
以

上
）

お
と
し
よ
り
の
し
あ
わ
せ
を
い

の
り
、
感
謝
の
こ
こ
ろ
を
こ
め
た

敬
老
年

金
の
き

ま
り
が
で
き
ま
し

た
。
県
で
は
八
十
八
才
以
上
の
方

に
年
三
〇
〇
〇
円

づ
つ
、
わ
が
国

見
町
で

は
七
十
五
才
以

上
の
方
方

に
年
五
〇
〇
円

づ
っ
、
今
年
の
九

月
十
五
日（

と
し
よ
り

の
日
）
そ
の

第
一
回
分
が
お
く
ら
れ

る
わ
け
で

す

。
渮
当
町

に
お
け

る
該
当
者
は

八
十
八
才
以
上
十
七
名
、
七
十
五

才
以
上
一
〇
〇
名
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
半
沢
町
長

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
ま
こ
と
に
僅
少
で
は
あ
る
が
永

年
に
わ
た
り
国
家
社
会
の
た
め
に

お
つ
く
し
下
さ
れ
た
お
と
し
よ
り

の
皆
様
に
対
す
る
感
謝
の
ま

ご
こ

ろ
を
か
つ
て
い
た
だ
き
た
い
。
渮

将
来
町
財
政
の
・ゆ
る
す
範
囲
で
増

額
し
て
い
き
た
い
」

（

附
）
　
県
の
年
金
は
毎
年
六
月

十
五
日
ま
で
認
定
又
は
確
認
を

う
け
る
手
続
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

再

任

の
挨

拶

国
見
町
長

半
　

沢
　

股
　

保

過
日
行
わ
れ
ま
し
た
町
長
迴
挙

に
不
肖
立
候
補
致
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
町
民
各
位
多
数

の
御
推

輓
に
よ
り
、
再
び
町

長
の
栄
職

を
お
与
え
下
さ
い
ま
し
て
、
身

に
余
る
光
栄

と
灑
く
感
謝
し
、

町
民
各
位
に
厚
く
御
礼
を
申
上

げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

国
見
町
発
足
以
来
四
ヶ

年
を
経

過
し
、
そ
の
聞
合
併

五
ヶ
年
計
画
の
大
部

分
と
幾
多
の
間
題
を

解
決
実
施
し
て
参
っ

た
の
で

あ

り

ま

す

が
過
去
四
ヶ
年
の
経
験
に
反
省

を
致
し
、
更
に
新
た
な
る
構
想

の
も
と
に
、
今
後
の
町
政
の
運

営
を
は
か
り
、
も
っ
て
町
の
発

展
と
町
民

の
福
祉
増
進
の
た
め

に
努
力

し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

爾
こ
の
譏
会
に

匸
言
申
上
げ
た

い
こ
と
は
、
去
る
三
月
の
予
算

町
会

に
お
い
て
申
上
げ
た
通
り

三
十
三
年
度

の
予
算
編
成
の
根

本
方
針
即
ち
「
地
財
法
の
適
用

に
よ
る
財
政
再
螳
計
画

に
も
と

ず
く
財
政
の
健
全
化
」
を
堅
持

し
、
昭
和
三
十
五
年
を
め
あ
て

と
し
て
赤
字
を
解
消
し
黒
字
健

全
財
政
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
本
年
度
の
投

資
的
事
業
の
大
宗
は
水
道
事
業

の
完
成
で
あ
り
、
更

に
鏡
村
施

策
の
重
点
は
産
業
振
興
五
ヶ
年

計
画

の
遂
行
で

あ
り
、
一
般
経

済
環
境
の
整
備
向
上
と
し
て
は

工
場
誘
致
、
都
市
計
画
、
小
坂

峠
車
道
改
修
等
に
努
力
す

べ
き

で
あ

る
と
存
じ
ま
す
。

教
育
の
間
題
は
非
常
に
重
要

で
あ
り
ま
す
。
殊
に
青
少
年
訓

育
、
道
徳
教
育
等
は
喫
緊
の
問

題
で
あ
り
、
社
会

教
育
も
宜
だ

学
校
教
育

と
関
連
し
て
共
に
重

要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
特

に
意
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
て

お
り
ま
す
。

町
政
執
行
に
当
り
ま
し
て
は

決
議
機
関
た
る
町
議
会
と
表
裏

一
体
と
な
り
、
そ

の
意
志
を
尊
重
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
町
民
の
声
な

き
声
も
よ
く
き
い

て
反
省
と
努
力
を
重
ね
、
精
進

を
致
し
て
参
り
た
い

と

存

じ

ま
す
。
光
栄
あ
る
再
任
に
当
り

、
い
さ
さ
か
所
信
を
申
述
べ
ま

し
て
、
親
愛
な
る
町
民
各
位
に

対
す

る
御
あ
い
さ
つ
と
し
、
旧

に
倍
す

る
御
支
援
御
協
力
を
御

願
い
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

議　 会

だ より

◇
四
月
臨
時

町
議
会

町
税
条
例

の
一
部
改

正
な

ど

匹
月
こ
寸
丕
日

国

見
町
臨
時
議

会
が
開

か
れ
ま

し
た
。
会
期
は

当
日
一
日
で
今

回
の
補
選
で
当

選
し
た
八
島
建

次
郎
、
高
野
要

次
郎
両
新
議
員

の
紹
介
の
後
、

次
の
案
件
に
つ

い
て
審
議
さ
れ

た
。

○
議
案
第
二
十

八
号
　

町
税

条
例
一
部
を
改
正
す
る
の
件

主
と
し
て
地
方
税
法
の
改
正

に
と
も
な
う
自
転
車
、
荷
車

税
の
廃
止

と
町
民
税
減
税
の

た
め
の
税
率
の
変
更

な
ど
原

案
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

○
議
案
第
二
十
九
号
　

固
定
資

産
評
価
審
談
委
員
会
委
員
選

任

に
同
意
を
求
め
る
の
件

三
年
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

る
委
員
の
選
任
に
同

意
を
求

め
る
も
の
で
玉
手
金
治
氏
が

再
選
さ
れ
た
。

○
議
案
第
三
十
号
　

藤
田
土
地

改
良
区
長
期
債
予
算
外
義
務

負
担
の
件

昭
和
二
十
六
年
度
施
工
観
月

台
溜
池
改
修
工
事
長

期
債
百

二
十
万
円
の
償
還
を
町
負
担

と
す
る
も
の
で
原
案
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

○
議
堡
案
第
三
十
一
号
　

特
別

会
計
廃
止
の
件

昭
和
三
十
三
年
度
国
見
町
住

民
鴉
整
理
資
金
特
別
会
計
は

事
務
簡
便
化
の
た
め
廃
止
す

る
も
の
で
原
案
と
お
り
可
決

さ
れ
た
。

○
議
案

第
三
十
一
一
号
　

訴
訟

応

訴
並
び
に
和
解
の
件

貝
田
山
林
共
有
権
確
認
の
訴

訟
で
応
訴
せ
ず
和
解
と
す
る

こ
と
に
原
案
と
お
り
可
決
さ

れ
た
。

○
選
挙
第
一
号
　

国
見
町
選
挙

管
理
委
員
選
挙
の
件

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
つ

て
、
選
挙
管
理
委
員
一
名

の

増
員

に
よ
る
選
挙
で
佐
久
間

岩
吉
氏
（
大
字
藤
田
）
が
委
員

に
当
選
し
た
。

◇
五
月
臨
時
町
議
会

（

収
入
役
迥
任
）

五
月
十
六
日
国
見
町
臨
時
議
会

が
開

か
れ
ま
し
た
。
会

期
は
当

日
一
日
で
、
議
案
は
次
の
と
お

○
議
案
第
三
十
四
号
　

国
見
町

収
入
役
選
任
に
同
意
を
求
め

る
の
件

任
期
満
了

に
よ
る
収
入
役
に

関
口
道
孝
氏
再
選
任
に
同
意

を
求
め
る
こ
と
で
、
原
案

と

お
り
同
意
さ
れ
た
。

◇
水
道
工
事
委
員
会

五
月
十
六
日
水
道
工

事
委
員
会

が
開
か
れ
次
の
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。

○
三
十
二
年
度
施
工
分
満
場
一

致
異
議
な
く
承
認

○
三
十
三
年
度
施
工
分
は
近
く

着
工
の
予
定

◇
伊
達
地
方
町
議
会
議

員
大
会

（
全
議
員
出
席
）

五
月
一
日
月
舘
町
に
第
七
回
伊

達
地
方
町
議
会
議
員
大
会
が
開

催
さ
れ
、
木

町

か
ら
も

全

議

員
が
出
席
、
次
の
案
件
が
議
決

さ
れ
た
。

一
、
小
坂
、
藤
田
間
県
道
改
修

工
事
要
望
の
件

一
、
伊
達
町
、
桑
折
町
地
内
国

道
四
号
線
改
良
工
事
施
行

に

と
も
な
う
従
来
の
国
道
を
県

道
に
編
入
方
要
望
の
件

一
、
県
道
廃
止
反
対
の
件

一
、
伊
達
鉄
橋
大
修
理
工

事
実

施
方
要
望
の
件

一
、
農
村
部
落
公
衆
電
話
架
設

方
要
望
の
件

一
、
営
農
技
術
員
設
置
費
助
成

方
要
望
の
件
　

外
六
件

昭
和
三
十
二
年
度
の
徴
税
に

つ
い
て

…
…
皆

様

の

協

力

に

感

謝
…
…

初
夏

の
訪
れ
と
と
も
に
皆
さ
ん
に

は
養
蚕
や
田
植

の
こ
と
で
御
多
忙

の
こ
と
と
推
察
致
し
ま
す
。
節
柄

健
康
に
留
意
さ
れ
て
繁
忙
の
時
期

を
無
事
に
洒
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
敖
し
ま
す
。

皆
様
の
御
努
力
の
お
蔭
で
所
期
の

目
標
を
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日

頃
皆
さ
ん
が
納
税
の
意
義
を
よ
く

理
解
し
町
財
政
確
立
へ
の
御
協
力

で
あ
る
こ
と
を
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。
爾
三
十
三
年
度
も
前
年
よ
り

以
上
の
御
協
力
を
お
願

い
致
し
ま

す
。出

納
閉
鎖
期
に
お
け

る
税
収
状

况
を
紙
上
を
も
っ
て
お
伝
え
致

し
ま
す
。
　
　
　
（
糒

務
課
）

△
国
民
健
康
保
険
税

地

区

名

収

入

済

額

収

入

歩

合

（

千

円

）
　
　
（

％

）

茴
　

田

二

ご

一

二

八

五

、
五

小
　

坂

『

一

六

五

九

四

、
七

森

江

野

二

八

五

九

九

六

、
八

大

木

戸
　
『

三

二

二

九

九

、
九

大
　

枝
　
　

六

七

二

八

九

、
六

計
　

七

、
匸

一
〇

九

二

、
七

滞

納

繰

越

分

二

一

八
　

一

二

、
一

△
町
県
民
税

藤
　

田

二
、〇
五
〇

九
〇
、
八

小
　

坂
　
　

七
一
〇

九
五
、四

森
江

野

气

七
三
〇

九
四
、
七

大
木
戸
　
　

九
八

二

九
七

七

大
　

枝
　
　

四
八
〇

九
一
、
八

法
　

人
　
　
　

六
〇

四
九
、
六

特

徴

一
、
五
一
穴

九
九
、
六

計
　

七
、
五
二
九

九
四
、一

滞
納
繰
越
分
二
七
四

三
九
、一
一

△
固
定
資
産
税

藤
　

田

三
、
五
四
八

八
九
、八

小

坂

『

八
三
〇

九
三
、
六

森
江
野

二
、
三
四
七

九
一
、
七

大
木

戸

一
、
七
九
一
　
九
七
、
七

大
　

枝
　
　

九
三
八

八
八
、
九

公
有
資
産
納
付

金

二
、
一
五
七
　
一
〇
〇
、
〇

計

匸
一
、
六
一
〇

九
三
、
三

滞
納
繰
越
分
七
八
一
　
三
〇
、
九

△
自
転
車
税
　
　
　
　
　
　
　
　

・

現
年
度

゛

七
六
一
　
九
〇
、ヱ

滞
納
繰
越
分
　

二
三
　
一
三
、
一

△
木
材
引
取
税

現
年
度
　
　
　

七
二

八
『

七

△
犬
税

現
年
度
　
　
　

六
八

八
九
、六

△
た
ば
こ
消
費
税

气

七
二
〇
　
一
〇
〇
、
〇

△
電
気
ガ
ス
税

一
、
一
三
七
　
一
〇
〇
、
〇

△
地
方
交
付
税

一
八
、
六
八
五
　
一
〇
〇
、〇

農
村
振
興
計
画
特
別
助
成
の

本
指
定
き
ま
る

当

町

は

昨

年

九

月

農

村

振

興

計

画

の

予

備

指

定

を

う

け

た

の

で

、

町

民

各

位

の

御

希

望

を

お

き

き

し

て

綜

合

的

に

五

ヶ

年

計

画

を

立

て

ま

し

た

。

そ

の

後

そ

の

計

画

内

容

に

つ

い

て

県

の

厳

密

な

検

討

審

査

を

う

け

た

結

果

、

い

よ

い

よ

本

年

度

に

お

い

て

特

別

助

成

の

本

指

定

を

う

け

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

但

し

当

町

の

よ

う

に

予

備

指

定

か

ら

計

画

指

定

の

段

階

を

と

び

こ

え

て

直

ち

に

本

指

定

を

う

け

る

こ

と

に

た

っ

た

町

村

の

特

別

助

成

の

事

業

は

三

ヶ

年

間

で

完

成

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

当

町

の

振

興

五

ヶ

年

計

画

に

織

込

ん

だ

事

業

の

総

経

費

は

七

、
七

八

四

万

円

で
・
、
そ

の

中

特

別

助

成

を

５

け

る

事

業

の

総

経

費

は

Ｉ
、
五

九

九

万

円

で

す

。
本

年

度

の

主

な

助

成

事

業

は

、

農

産

物

共

同

擺

荷

所

二

ヶ

所

、

麕

乳

所

一
ヶ
所
、
青
年
研
修
所
一
ヶ
所
、

農
道
そ
の
他
で
そ
の
経
費
五
〇
二

万
円
で
す
。
六
月
中
に
は
農
林
省

の
査
定
も

お
わ
り
ま
す
の
で
く
わ

し
い
こ
と
は
次
回
に
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
　
（

経
済
課
よ
り
）

衆
議
院
総
選
挙

を
か
え
り
み
て

な
ぜ
低
か
つ
た
か

投
票
率

先
日
お
こ
な
わ
れ
た
総
迴
挙

は
国

民
と
し
て
国
政
に
参
与
す
る
唯
一

の
好
譏
で
あ
り
ま
し
た
が
、
当
町

の
投
票
率
は
郡
内
で
最
下
位
と
い

う
不
成
績
に
終
り
ま
し
た
。
殊
に

婦
人
層
が
わ
る
く
、
今
後
の
政
治

意
識
の
高
揚
に
つ
い
て
特
段
の
反

省
と
努
力
が
必
要
と
お
も
わ
れ
ま

￥
乍

投

票

区
　

男
　
　

女
　
　

計

藤

田

全

、四

七
七
、
五

（
｛
｝
、一一一

小

坂

全

、
七

（
一
、
五

（

二
、一（

森

江

野
　

（

五
、
ミ
　

七
气
（
　

（

５

一

大

木

戸
　

（
一
、
ミ
　

七
六
、
つ
　

穴

、
六

大
　

枝
　
（

六
、
七
　

毟

、
七
　
（
一
、
九

平
　

均

公

、（

毟

、一（

（
（
）
、
五

ｊ
町
　

名
　
　

男
　
　

女
　

計

伊

達

町
　

九
っ

、
四
　
（

七

、
四
　
（
（

、（

月

舘

町
　

九『

（
　

（

六
、
六
　
（

へ

、一（

保

原

町
　

九『

七
　
（

六
、
二
　
（
（

、一
こ

霊

山

町
　

九
？

つ
　

（

五

、一
こ
　
（

七

、
Ｅ

梁

川

町
　

（

六
、
ミ
　
（
『

（
　

（

四

、
四

桑

折

町
　

（

五
丿
　

七
七
、
五
　

（

Ｒ

九

国

見

町
　

（

气

へ
　

七
七
、
六
　
（
『

五

平
　

均
　

（

七
、（
　

（

二

、
九
　

（

五

、二

母
さ
ん
い
き
な
よ

だ
い
じ
な
選
挙

農
繁
期
の
防

犯
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
農
繁
期
に
入
り
皆
様
に

は
益
々
御
多
忙
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
農
繁
期
に
は
と
か
く
家
を
留

守
に
し
が
ち
で
あ
り
ま
す
の
で
、

防
犯
の
警
戒
に
は
特
に
留
意
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
出
が
け
の
戸
締
り
は

い
そ
が
し
く
な
り
一
家
総
出
で

仕
事
に
出
る
場
合
は
、
表
戸
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
裏
戸
も
厳
重

に
戸
締
り
を
す
る
こ
と
が
肝
心

で
す
。

近
く
だ
か
ら
と
い
う
よ
う
な
安

易
な
考
え
が
賊
に
ね
ら
わ
れ
る

原
因

と
な
り
ま
す
。

○
押
売
防
止
に
は

農
繁
期
の
留
守
番
の
老
人
や
虚

弱
者
の
弱
み
に
つ
け
込

む
押
売

り
は
ま
こ
と
に
困
っ
た
も
の
で

す
。

●
押
売
り
ら
し
い
者
か
ら
は
、

ほ
し
い
も
の
で
も
絶
対
買
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

＠

品
物
を
見
た
り
、
ね
だ
ん
を

き
い
た
り
し
た
い
こ
と
。

Ｓ
平
素
か
ら
隣
近
所
の
留
守
番

同
志
で
脅
迫
さ
れ
た
場
合
の
手

は
ず
を
き
め
て
お
く
こ
と
。

●
押
売
に
お
ど
か
さ
れ
た
り
、

む
り
に
物
を
買
わ
さ
れ
た
と
き

又

は
留
守
中
盗
難
に
あ
っ
た
場

合

は
一
刻
も
早
く
駐
在
所
や
消

防
団
の
方
に
届
け
る
こ
と
。

（
国
見
町
防
犯
協
力
会
）

リ
コ
ピ
ー
の

偉
力

戸
籍
事
務
の
ス
ピ
ー

ド
化
成
る

．
新
し
い
戸
籍
法
に
よ
っ
て
役
塲

を
そ
な
え
て
あ
る
二
千
数
百
の
戸

後
三
年
間
に
全
部
書
き
か

｝
ぬ
い

れ
ば
な
ら
な

い

わ
け

だ

。
、
当
町
で
は
こ
の
大
事
業
に
そ

な
え
て
写
真
の
よ
う
な
リ
コ
ピ
ー

（
卓
上
複
写
機
十
六
万
八
千
円
）

を
設
備
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
従

来
一
日
も
か
か
っ
て
作
っ
た
大
戸

籍
謄
本

が
、
二
〇
分
ぐ
ら
い
で
で

き
る
の
で
職
員
尢
町
民
も
大
助
か

り
だ
。
但
し
電
休
日
は
例
外
。

「
写
真
は
操
作
中
の
リ

コ
ピ
ー
」

④
お
願
い

公

民
舘
報
編
集
部

役
場
や
公
民
舘
な
ど
で
お
こ
な

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
も
っ

と
く
わ
し
く
知
り
た
い
と
お
も
ね

れ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

公
民
舘
ま
で
御
申
越
し
下
さ
い
。

係
で
は
皆
さ
ん
に
か
わ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
に
お
き
き
し
、
必
要

な
こ
と
は
舘
報
を
通
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
町
県
民
税
第
一
期
の
納
期
は
六
月
一
日
か
ら
三
〇
日
迄
で
す
…
…
期
限
内
納
税
を
勵
行
し
ま
し
よ
う



住
み
よ
い

町
づ
く
り
は

話
し
合
い
か
ら

(二)

社会教育研究大会記録

第
二
分
科
会

（
テ
ー
マ
）
　
家
庭
や
社
会
の
民

主
化
を
す
す
め
、
道
義
の
念
を

た
か
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。

司
会
者
＝
後
藤
　

倡
菘

記
録
者
＝
佐
久
間
春
雄

助
言
者

―
蔭
山
　

亮
心

○
民
主
化

に
つ
い
て
の
話
し
合
い

１
、
大
人
と
子
供
の
間
に
思
想

の
相
違
が
な
い
か
。

×
親
の
立
場
か
ら

大
分
民
主
化
し
た
っ
も
り
だ
が

若
い
人
た
ち
は
納
得
し
て
く
れ

な
い
。
親
は
外
で
社
会
的
苦
労

し
て
い
る
の
で
家
に
帰
っ
て
来

て
も
言
葉

が
少
い
。
若
い
人
達

と
の
話
題
が
ち
が
う
の
で
、
う

ち
と
け
て
話
合
う
こ
と
も
少
い

た
め
、
若
い
人
は
親
達
は
民

主

化
し
な
い
も
の
と
誤
解
す
る
。

封
建
時
代
に
生
活
し
て
来
た
大

人
達

に
と
っ
て
は
今
す
ぐ
民
主

化
し
ろ
と
い
わ
れ

て

も

無

理

だ
。
若
い
人
達
も
あ
た
た
か
い

眼
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。

×
女
子
青
年
か
ら

見
栄

に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
結
婚

は
簡
素
化
し
、
余

力

は

貯

金

し
て
頂
き
た
い
。

×

男
子
青
年
か
ら

女

の
方
は
口
で
は
結
婚
簡
素
化

・
を
叫
び
な
が
ら
、
い
ざ
と
な
る

と
沢
山
持
つ
て
行
き
、
又
母

親

も
持
だ
し
て
や
り
た
が
る
。
わ

た
し
は
人
物
さ
え
し
つ
か
り
し

て
い
れ
ば
品
物
な
ど
何
も
い
ら

な
い
。

２
、
家
庭
で
は
ま
だ
父
が
絶
対

、権
を
に
ぎ
り

、
下
積
に
な
つ

て
い
る
人
は
な
い
か
。

×
父

か
ら

ま
だ
ま
だ
経
営
や
経
済
に
つ
い

て
実
権
を
も
っ
て
い
る
の
が
多

い
。
し
か
し
、
子
供
が
成
長
し

て
自
分
で
や
っ
て
い
け
る
よ
う

に
な
れ
ば
委
し
て
や
る
用
意
は

十
分
に
あ
る
。

×
母

か
ら

外
主
し
た
人
（
主
人
）
は
あ
て
に

な
ら
な
い
か
ら
、
食
事
や
入
浴

の
時
間
が
来
れ
ば
す

ま
し
て
待

っ
て
い
る
。
入
浴
に
つ
い
て
順

番
が
き
ま
っ
て
い
る
家
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
都
合
の
よ
い
人

か

ら
入
れ
ば
よ
い
と
お
も
う
。「
お

先
に
」
位
の
あ
い
さ
つ
は
ほ
ほ

え
ま
し
い
。
　
　
　

、

Ｃ

遣
職
の
泱
揚
に
つ
い
て
の
話
し

合
い

１

、
学
校
教
育
で
修
身
科
の
復

活
な
ど
叫

ば
れ
七

い
る
が
、

わ
れ
わ
れ
社
会
人

ば
ど
う
考

え

る
か
。

×
青
年
よ
り

道
徳
教
育
は
必
要
だ
が
、
修
身

科
の
復
活
は
意
味
が
な
い
。
そ

う
し
た
教
育
を
う
け
た
大
人
た

ち
が
道
義
に
反
し
た
行
い
を
し

な
い
か
。
汚
職
、
贈
収
賄
な
ど

ず
い
ぶ
ん
あ
る
で
は
な
い
か
。

×
親
よ
り

抖
更
に
そ
う
し
た
科
目
を
郤
け

な
く
て
も
良
い
と
思
う
。
個
人

個
人
の
教
養
を
高
め
て
家
庭
で

よ
い
し
つ
け
を
す

る
よ
う
に
し

た
い
。

２

、
若
い
男
女
の
交
際
に
つ
い

て

×
親
か
ら

昔
は
女
は
肌
を
見

せ

な

か

っ

た
。
し
か
し
時
代
は
違
う
。
各

自
の
自
覚

に
よ
る
し
か
な
い
。

絶
対
信
頼
し
て
い
る
。

×
青
年
よ
り

正

々
堂
々
と
や
る
と
こ
ろ
に
ま

ち
が
い
は
な
い
。
広
い
目
で
み

て
ほ
し
い
。

３
、
道
徳
教
育
は
ど
ん
な
方
法

で
や
れ
ば
よ
い
か
。

×
家
庭
は
道
徳
の
温
床
で
あ
る

社
会
が
高
い
道
徳
心
に
徹
し
て

い
れ
ば
学
校
で
道
徳
教
育
を
ほ

ど
こ
さ
な
く
と
も
子
供
た
ち
は

わ
る
い
こ
と
を
し
な
い
し
、
道

徳
心
は
つ
ち
か
わ
れ
る
。
社
会

道
徳
心
は
円
満
な
家
庭
に
お
け

る
母
の
愛
情
の
教
育（
し
つ
け
）

に
よ
つ
て
や
し
な
わ
れ
る
。

○
ま
と
め

大
人

た
ち
も
若
い
人
も
民
主
化

に
’つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
努
力
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
の
こ

と
を
考
え
る
と
共
に
相
手
方
の

立
場

に
な
っ
て
考
え
る
思
い
や

り
の
日

常
生

活

に
す
す
み
た

い
。
親
た
ち
の
深
い
愛
倩
に
っ

っ
ま
れ
た
日
常
生
活
を
通
し
て

道

徳

教

育

は
な
す
ぺ
き
で
あ

る
。
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

町内学校めぐり
小
坂
小
学
校

…
…
の
巻

若
葉
か
お
る
初
夏

の
心
地
よ
い
風

に
吹

か
れ
な
が
ら
″
町
内

学
校
め
ぐ
り

″
の
ト

ッ

プ
を
切
っ
て
、
先

づ
小
坂
小
学
校
を
訪

れ
た
。

小
坂
小
学
校
は
明

治

六
年
の
創
立
で
八

十
余
年
の
伝
統
を
誇

り
、
西
に
半
田
山
を

仰

ぎ

、

東

に

遠

く

霊

山

を

望

ん

で

信

達

平

野

を

見

渡

し

、

海

抜

ご

四

五

メ

ー

ト

ル

の

台

地

に

あ

る

静

か

な

環

境

は

、

教

育

上

ま

こ

と

に

恵

ま

れ

た

場

所

で

あ

る

。

広

々

と

し

た

校

庭

で

は

、

よ

い

子

た

ち

が

元

気

一

ぱ

い

遊

ん

で

い

た

。

’

菅

野

校

長

先

生

は

、

今

年

四

凡

下

小

国

小

学

校

よ
り

’お

出

’で

に

な

ら

れ

、

職

員

十

’一

名

、

児

童

三

七

’

七

名

が

一

つ

に

と

け

あ
・
つ

て

学

習

に

、

運

動

に

励

ん

で

い

る

。

ご
案
内
さ
れ
て
Λ・
校
長
室
並
び
に

職
員
室
に
入
る
ｔ町
　
　

＼

．

一
、
行
’い
の
正
し
い
、
す

な
お

乱
琵

且

勉
強
ｊ

く
働
゛

乱

肩

が

゜
つ
と
心
を
は
た

四
卦

頴

琵

ド

ｆ

ぶ
な
こ
ど
も

と
い
う
教
育
の
目
あ
て
が
先

づ

目
に
っ
く
。
こ
の
目
あ
て
の
も
と

に
、
将
来
社
会
に
役
だ
っ
小
坂
の

こ

ど
も
た
ち
が
育
て
ら
れ
て
い
く

こ
と
で
あ
ろ
う
。

町
当
局
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
社
会

の
人
々
の
理
解
あ
る
あ
た
た
か
い

親
心
は
、
体
育
館
の
建
設
や
図
書

館

の
設
備
充
実
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
、
‘ま
た
テ
ー
プ

＝
亅
ダ
ー
や
植

樹

と
し
て
実
を
む
す

び
、
感
謝
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
施
設
や
設

備

に
つ
い
て
は
、

①
理
科
の
実
験
道
具
を
整
え

る

③
校
庭
に
、
こ
ど
も
達
の
喜
ぶ

運
動
用
具
を
つ
く
る
こ
と
。

③
図
書
館
の
本
を
、
亀
つ
と
た

く
さ
ん
そ
ろ
え
る
こ
・
。と
。

阻
便
扉
弌

排
水
路
の
改
修
エ

事
を
す
る
こ
と
。

④
プ
ー
ル
兼
防
火
用
池
を
つ
く

’
る
こ
と
Ｏ
　
・

⑩
植
樹
（
二
回
目

）を
し
て
、
環

境
を
美
化
す

る
こ
と
。

’
な

ど

を

希

望

と

し

て

挙

げ

て

い

た

。正

午

を

つ

げ

る

ベ

ル

の

音

が

、

全

校

一

ぱ

い

に

ひ

び

き

わ

た

っ

た

。

熱

心

に

勉

強

し

て

い

た

こ

ど

も

た

ち

は

、

昼

食

の

用

意

に

と

り

か

か

る

。

一

年

中

、

ミ

ル

ク

と

お

汁

の

給

食

を

や

ダ

て

い

る

当

校

で

は

、

毎

日

二

人

づ

っ

父

兄

の

手

伝

い

を

受

け

、

こ

ど

も

た

ち

の

健

康

の

増

進

に

よ

い

効

果

を

も

た

ら

し

て

い

る

こ

と

は

’、
喜

ば

し

い

こ

と

で

あ

る

。

半

田

お

ろ

し

の

強

風

は

、

よ

う

し

や

な

く

吹

き

あ

れ

る

こ

と

も

あ

る

と

い

う

が

、

雨

に

も

ま

け

ず

、

風

に

も

ま

け

な

い

、

強

く

た

く

ま

し

い

、

小

坂

の

こ

ど

も

た

ち

で

あ

る

こ

と

を

念

じ

つ

つ

、

学

校

に

別

れ

を

つ

げ

た
｡
０

写
真
は
元
気

で
遊
ぶ
子
供

た
ち

農
事
メ
モ

◇
稲
を
よ
く
作
る
に
は

Ｉ
、
田
饂
は
出
來
る
だ
早
く
す

る
こ
と
Ｏ

二
毛
作
の
収
穫
は
適
期
に
行

い
田
植
を
急
ぐ
こ
と
。

２

、
窒
素
過
多
に
し
な
い
こ
と

三

要
素
（

窒
素
、
燐
酸
、
加

里

）
を
使
う
こ
と
。
窒
素
が

ち
だ
と
病
害
虫
の
被
害
を
多

く

し
、
又
倒
伏
の
原
因

と
な

り
ま
す
。

今

年
は
春
先
乾
燥
し
、
乾
士

効
果
が
出
て
い
る
の
で
窒
素

は
控
え
目
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

特
に
二
毛
作
で
は
二
毛
作
の

の
出
来
工
合
に
よ
っ
て
加
減

す
る
こ
と
Ｏ
　
　
　
　

’。

３

、
田
植
は
丁
寧
に
行
う
こ
と

茎
数
を
確
保
す
る
為
に
株
数

が
少
く
な
ら
な
い
様
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

４

、
第
一
回
の
中
耕
除
草
は
早

目
に
行
う
こ
と
Ｏ

肥
科
分
解
を
良
く
し
肥
効
を

高
め
る
た
め
に
田
植
後
十
～

十
二
日
目
頃
に
行
う
こ
と
。

５
、
二
化
め
い
虫
の
共
同
防
除

を
行
５
こ
と
Ｏ

第
一
回
除
草
後
（
流
れ
葉

が

出
始
め
た
頃
が
一
番
よ
い
）

Ｂ
Ｈ
Ｃ
三
％
粉
剤
又
は
パ
ラ

チ
オ
ソ
剤
二
、
〇
〇
〇
倍
液

の
撒
布
。

※
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
の
使
用

は
必

ず
共
同
で
行
い
届
出
を
し
指
導

員
の
指
導
の
下
に
行
う
こ
と
。

◇
馬
鈴
薯
増
牧
の
キ
メ
手

照
り
が
続
い
た
の
で
茎
葉
の
伸

び
が
悪
く
薯
の
肥
大
に
影
響
す

る
が
、
今
後
薬

剤
撒
布
に
よ
つ
・

て
病
虫
害
防
除
と
肥
大
を
助
長

さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
砒

酸
石
灰
加
用
六
斗
式

ボ
ル
ド
ー

液
又
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
乳

剤
又
は
銅
製

剤
、
必
ず
展
着
剤
を
加
用
す

る

撒
布
は
葉
の
裏
面

か
ら
撒
布
し

又
下
葉
の
方
に
も
充
分
か
Ｉ
る

様

に
す
る
こ
と
。

花

の
盛
り
を
中
心
に
三
回
は
最

少
限
で
す
。

６月２１日

～７月２０ 日

夏
の
健
康
を

守
り

ま
し

よ
う

赤
痢
・
日
本
脳
炎
・
食
中
毒

夏
に
多
い
伝
染

病
か
ら
健
康
を

守
る
最
良
の
方
法
は
常
に
健
康
の

増
進
に
つ
と
め
る
こ
と
で
す
。
そ

の
方
法
と
し
て
、
ま
ず
次
の
点
を

注
意
し
ま
し
よ
う
。

日
　

夏
に
は
、
過
労
と
暴
飲
暴
食

に
お
ち
い
り
や
す
い
か
ら
こ
れ

を
さ
け
る
こ
と
。

§
　

睡
眠
と
休
養
を
十
分
に
と
る

㈱
　

消
化
器
の
負
担
を
軽
く
す

る

暴
飲
暴
食
は
、
消
化
器
の
は
た

ら
き
を
よ
わ
く
し
、
消
化
器
系

の
伝
染

病
に
感
染

の
機
会
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

ら
の
負
担
を
軽
く
し
、
慢
性
病

の
原
因
を
防
ぐ
よ
う
に
す
る
。

岡
　

栄
養
を
十
分
に
と
を
こ
と
’）

消
化
し
や
す

い
、
栄
養

の
あ
る

食
物
を
と
る
。
・

叫
　

規
則
正
し
い
生
活
と
積
極
的

な
身
体
の
鍛
錬
を
図
る
よ
う
心

掛
け

る
こ
と
。
・

丙
　

環
境
衛
生
に
注
意
七
て
伝
染

の
仲
だ
ち
を
す
る
カ
ダ
（

エ
の

発
生
防
止
と
撲
滅
を
図
り
、
が

に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
ら
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
れ

に
は
珀

ノ
域
社
会
の
人

々
が
み
ん
な
で
鏥

力
し
、
継
続
し
て
努
力
す
る
こ

と
が
何
よ
り
で
す

。
　

〈

叫
　

次
は
予
防
注
射

や
接
種
も
実

行
し
ま
し
よ
う
Ｏ

㈱
　

食

中

毒
の
防

止

に
つ
い

‘て

は
、
食
物
。の
材
料
は
新
し
い
も

の
を
迴
び
、
調
瑰
後
は
早
く
た

べ
、調
理
場
所
の
清
潔
を
保
ち
、

ド

調
理
す
る
人
の
健
康
に
注
意
し

ｙ

七

、
飲
食
物
の
腐
敗
や
汚
染
防

止
に
つ
と
め
る
こ
と
で
す
。

かいこと

たばこは仲 よく
果
樹
消
毒
も

注
意
し
て

た
ば
こ
作
り
や
果
樹
そ
の
他
の

農
作
物
の
消
毒
薬
が
桑
葉
に
か
か

つ
て
養
蚕
が
害
を
５
け
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
お
互
い
に
注
意
し
ま

し
よ
う
Ｏ・

○
新
し
く

桑

園

を

設
け
る
と
き

は
、
た
ば
こ
畑
又
は
果
樹
園
の

近
く
に
は
う
え
な
い
こ
と
。

○
果
樹
園
や
農
作
物
・ご
消
毒
す
る

と
き
は
、
近
く
の
桑
園
に
か
か

ら
な
い
よ
う
注
意
す

る
こ
と
。

○
農
薬
を
撒
布
す
る
と
き
は
、
近

く
の
桑
園
耕
作
者
に
前
も
っ
て

話
し
、
了
解
を
う
け
て
お
く
こ

と
。
　
　
　
（
経
済
課

よ
り
）

表
彰
さ
れ
た

消
防
功
勞
者

去
る
四
月
六
″日
保
原
中
学
校
講
堂

で
消
防
協
会
伊
達
支
部
幹
部
大
会

を
開
か
れ
た
と
き
、
当
町

の
団
員

並
に
民
間
団
体
が
栄
あ
る
表
彰
を

う
け
た
。

○
功
績
章
受
彰
者

八
島
房
市
（
第
二
分
団
第
一
部
長
）

高
橋
勇
記
（
鱚
三
分
団
第
三
部
長
）

○
精
勤
章
受
彰
者

鈴
木
　

春
雄
（
第
五
分
団
副
部
長
）

佐
藤
五
兵
衛
（
第
二
分
団
副
班
長
）

吉
田
　

正
雄
（
同
）

仲
野
周
一
郎
（
第
一
分
団
員
）

’

高
原
　

庄

一
（
同
）

寺
島
　

忠
衛
（
第
三
分
団
員
）

大
波
　

幸
治
（
同
・
）

佐
藤
　

信
雄
（
第
四
分
団
員
）

長
谷
川
正
雄
（
第
五
分
団
員
）

○
一
般
表
彰
者

大
町
自
警
団
（
団
長
八
巻
正
雄
）

（
表
彰

理
由
）

自
主
的
に
自
警
団
を
結
成
し
、

防
火
防
犯
に
協
力
、
板
橋
並
に

北
半
田

火
災
の
際
に
臆
消
防
団

に
協
力
、
火
災
を
最
少
限
に
く

い
止
め
た
功
績
に
よ
る
も
の
。

月
二
十
日
白
河
市
で
開

か
れ
た
區

下
団
長
大
会
の
席
上
表
彰
さ
れ
四

だ
団
員
は
左
の
通
り
で
す
。

○
県
知
事
永
年
勤
続

（
二
十
五
年
以
上
）

菊
地
　
　

吉
（
第
三
分
団
第
三
部

副
部
長
）

○
県
消
防
協
会
長
永
年
勤
続

（
二
十
年
以
上
）

菅
野
哭
郎
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

佐
藤
幸
太
郎
（
第
五
分
団
第
二
部

班
長
）

後
藤
幸
次
郎
（
同
団
員

）

村

上
　

鉄
男
（

第
五
分
団
第
三
部

団
員
）

村
上
　

誠
一
（
同

）

松
浦
　

正
夫
（
同
）

松
浦
　

高
明
（
同

）

○
農
改
だ
よ
リ

馬

鈴

薯

水

稲
、
太

豆

増
収

競
技
会
開
催

生
産
意
欲
の
昂
揚
と
技
術
の
向
上

を
図

る
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
積
極
的
な
参
加
を
望
ん
で
い
ま

す
。詳

く
し
は
農
業
改

良
推
進
員
の

方
に
お
き
Ｘ
下
さ
い
。
　

ｙ

公
民
館
だ
よ
り

○
視
聴
覚
部
よ
り

囹

げ
ん
と
う
譏

購
入

部
落
の
話
合
学
習
や
研
究
会
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
の
会
合
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
幻
灯
譏
、
こ
れ
ま
で
他

か
ら
お
借
り
し
て
ば
か
り
使
っ
て

居
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
公
民
舘

に
も
一
台
購
入
し
ま
し
た
か
ら
御

利
用
下

豸
い
。

囹
ス
ラ
イ

ド
も
購
入

ス
ラ
イ
ド
も
新
し
く
二
十
五
木

購

入
、
前
の
と
合
せ
て
七
十
本
に
な

り
ま
し
た
。
文
学
物
、
科
学
物
、

地
理
物
、
産
業
物
、
衛
生
的
、
教
育

物
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら

ぜ
ひ

Ｉ
度
御

ら
ん
下
さ
い
。

囹
移
動
用
暗
幕
設
備

暗
幕
設
備
の
な
い
と
こ

ろ
で
日
中

映
画
や
幻
灯
を
す
る
場
合
、
大
へ

ん
便
利
だ
と
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま

す
。
六
尺
に
七
尺
の
大
き
さ
の
も

の
六
枚

あ
り
ま
す
か
ら
分
舘
で
は

大
て
い
ま
に
あ
い
ま
す
。

④
新
着
ス
ラ
イ
ド
紹
介

○
文
芸

に
関
す
る
も
の

青
の
洞
門
、
羅
生
門
、鉢

の
木
、

高
野
聖
、
青
い
鳥
、
夜
叉
王
の
面

○
科
学

に
関
す

る
も
の

砂
漠

は
生
き
て
い
る
、
原
子
力

の
利
用
、
や
さ
し
い
人
工
衛
星

の
原

理
、
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
『

宇
宙
旅
行

○
地
理
に
関
す
る
も
の

京
都
の
旅
、
日
光
の
旅
、
東
京

の
生
活
、
奈
良
の
旅
、
江
の
島

鎌
倉
、
日
本
の
国
立
公
園
、
秋

吉
台
と
秋
芳
桐
、
琵
琶
湖

○
青
少

年
保
護
に
関
す
る
も
の
　

老
人
を
い
た
わ
る
話
、
少
年
防

犯
家
庭
読
本
、
幸
一
君
の
日
記

か
ら
、
い
と
し
わ
が
子
よ
、
二

足
の
下
駄
、
ま
ち
の
と
も
し
び
Ｊ

い
　少
年
よ
大
志
を
抱
け
、
手
を
洗

い
ま
し
よ
う

○
図
書
部
よ
り

囹
新
着
図
書
ど
っ
さ
り

ペ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
ふ
く
む
新
刊

書

を
た
く
さ
ん
買
入
れ
ま
し
た
か
ら

ど
し
ど
し
御
利
用
下
さ
い
。
図

書

戸
棚
も
一
つ
ふ
や
し
、
見
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

囹
遠
く
の
方
に
は
巡
回
文
庫
を

次
の
場
所
に
巡
回
文
庫
を
お
き
ま

す

か
ら
御
利
用
下
さ
い
。
大
木
戸

農
協
、
貝
田
分
舘
、石
母
田
農
協
、

小
坂
小
学
校
、
森
江
野
小
学
校
、

大
枝
農
協

一
剛
一
読

書

ク

ラ

ブ

を

作

っ

て

貸

出

文

庫

を
　

ノ

‐ヽ
＼

同
好
の
方
々
十
名
内
外
で

‘読
書
ク

ラ
ブ
を
作
れ
ば
貸
出
文
庫
を
利
用

す
る
こ
と
が
。で
き
ま
す
。
手
続
そ

の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
公
民
舘
に

お
問
合
せ
下
さ
い
。

○
体
育
部
よ
り

囹
蔵
王
登
山
に
つ
い
て

昨
年
は
い
ろ
い
ろ
の
都
合
で
取
や

め
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
と
し
は

是
非
と
の
希
望
の
声
が
大
き
い
よ

う
で
す
か
ら
、
連
合
青
年
団

と
夕

イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
致
し
ま
す
。
。

宿
屋

の
交
渉
そ
の
他
早
目
に
準
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
な
る

べ
く
早
く
申
込
ん
で
下
さ
い
。

○
期
日
　

七
月
十
九
・
二
十
日

｀

○
経
路

東
か
ら
登
っ
・て
東
に
下

る
予
定
で
す
が
都
合
に

よ
っ
て
は
山
形
側
に
下

る
こ
と
も
あ
る
。

○
経
費
　

七
〇
〇
円
～
八
〇
〇
円

○
申
込

青
年
団
員

は
青
年
団
ヘ

ー
般
は
社
会
体
育
指
導

委
員
に
。
　
　

・
犬

○
／

切
　

七
万
五
日
。

○

く

わ

し

い

こ

と

は

追

つ
・
て
・
ぶ

知

ら

せ

七

ま

す

１ ０
　

．
．
　

く

・

○
密
造
酒
士
造
ら
ぬ
　
飲
ま
ぬ
　
お
ら
が
家
…
…
密
造
酒
は
や
め
ま
し
よ
う
!
!
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